
安定した
電⼒

貯蔵・輸送
(H29年度から機器開発
H30年度から貯蔵
(段階的に増加))

電⼒系統

⼯場・スポーツ施設等

⼭梨県企業局 東レ株式会社 東京電⼒ホールディングス株式会社 株式会社東光⾼岳

⽔電解装置
（⽔を電気分解して｢酸素｣と｢⽔素｣に）

太陽光発電の発電量

再⽣可能エネルギー
⽶倉⼭発電所

P2Gシステムの開発と実証による⽔素エネルギー社会の実現

カードル
（利⽤場所へ輸送）

不安定な
電⼒

ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｼｽﾃﾑ
（⽔電解装置への電⼒供給を
コントロール）

⾼品質な
｢⽔素｣を供給

⽔道⽔

※純度99.999%
以上の⽔素

利⽤
(H32年度から

社会実証開始予定)

純⽔素型
燃料電池等

(｢⽔素｣と｢酸素｣から
電気を発⽣、余熱も利⽤)

⽔素製造
(H29年度から機器開発
H30年度から⽔素製造
(段階的に増加))

※⼀定の発電量
を送電

※気象条件によって変動を
受ける発電(不安定な電⼒)
を、⽔素製造に利⽤

⽔素吸蔵合⾦
（⾦属内に取り込み
安全に保管）

(

出
⼒←

)

(→時刻)

※⼀般社団法⼈⽔素利⽤技術協会（HySUT）
が運営する⽔素技術センターと連携

※低圧の⽔素を⾼圧ガス化して輸送

社会実証で
｢⽔素｣を利⽤

⽔素ガス⽤圧縮機
（低圧から⾼圧へ）

 CO2フリー⽔素の利活⽤推進
 地域エネルギー供給⼒の向上
 経済活性化と新たな雇⽤の創出

｢不安定な電⼒で⽔素製造する技術｣｢安全に貯蔵･輸送する技術｣
の開発から社会実証まで⼀貫したシステムの構築を⽬指す


